














愛詩がある。新王国時代になってからシリア・パレスティナ地方よりもたらされたもので、詩人たちが言葉を選び、多彩なレトリックを用いて己の手腕を発揮した文芸作品である。古代エジプトの恋愛詩に描き出された感情は、時代にも場所にも大きな隔たりのある我々と何も変わらない。恋愛詩をテーマ 選んだのは、人類が栄える限り永遠に、そして普遍的に存在する恋心、つまり我々と古代エジプト人に共通する感情を通して、古代エジプト人がどのような考え方を持っていたのか、その考え方はどのような文化的背景があって生まれたのかを明らかにしたいと考え からだ。古 エジプト人の考え方を研究するためには 詩に用いら ているレトリックのひとつ、比喩表現 研究することが助けとなる。　
比喩表現は、広く共通の認識、価値観があって初めて成立するも









ことから、雅歌と比較した研究は進 られている。しかし、古代エジプトの恋愛詩そのものの研究は全く行わ ない また、恋愛詩と雅歌の類似した特徴のひとつであり、 つ他の古代エジプトのテキストにも頻出す 比喩を用いた表現についても、恋愛詩同様、研究は進められていない。本論文 目的は、古代エジプトの恋愛詩と直喩表現を手掛かりに古代エジプト人 考え方に迫ること、そして現在、研究方法が確立されていない恋愛詩および比喩表現に関する研究の一方法を提案する である。
（株式会社ＲａｙＡｒｃ）
